






































































一辺 3cmの正方形の 4頂点を中心とする半径 3cm







図形 GHF ＝おうぎ形 AGF－△AHF－△AHG 
＝






















































【T君の別解】　四角形 AOBO’はひし形だから，AO//BO’より BO’⊥ACだから，BO’は線分 ACの
垂直二等分線になる。その交点をMとすると方べきの定理より，AC＝ ，MC＝ よって，
BM＝ である。ここで円の半径を xとすると，BO’＝AO’＝ x だから O’M＝ － x















また，内接円 Oの半径を 1とおくと，AT＝ ，



























正 13角形と図 7のように円がある。直線 EFは点 Eにおけ























































［術］点 B，Cを中心に線分 BD，CDを，図 10のよう



















































































































る。2007年 TIMSS調査の算数・数学の結果は，小学 4年生の平均得点は 568点（国際平均点 500点）で世
界第 4位，中学 2年生の平均得点は 570点（国際平均点 500点）で世界第 5位であった。しかし，情意面の
調査では，「算数・数学の勉強の楽しさ」について，小学 4年生に「算数の勉強が楽しいか」を，［強くそう
思う］，［そう思う］，［そう思わない］，［まったくそう思わない］の 4つの選択肢で尋ねたところ，［強くそう































基盤づくりの手法―』（日本数学教育学会誌 第 81巻 1号，2頁～ 11頁）
　⑹ 橋本吉貴（2001）『算数・数学科における「発展的な考え方」に関する考察』（日本数学教育学会誌 第 83
表 1　「PISA調査のそれぞれの年次の国際調査結果の要約より」＊文部科学省ホームページより










数学的リテラシー 1位  6位 10位 9位
科学的リテラシー 2位  2位  6位 5位
読 解 力 8位 14位 15位 8位
表 2　反応率の比較
2005年 2006年 2007年
正　答　率（％） 20.9 16.2 15.9 
自　信　率（％） 11.9  7.6  5.8 
誤　答　率（％） 64.1 51.0 58.9 
無　答　率（％） 15.0 32.8 25.2 




　⑺ Cabri GeometryⅡ Plus を利用した。conic機能は，指定し
た 5点を通る楕円を描くことができる。
　⑻ 線分 AD，BD，CDを 60° 回転してできる図 13のような六












り立つ（円 Qの半径は r，4点 O，S，Q，Rは共線）。
 　
 　これは，ベクトルの内積 が，図 15の三角形 OABにおける中線 OQの 2乗と QAの 2乗との差と
して表せることを示している。このように，ベクトルの内積が初等幾何との関係を考察することで，生徒は
内積を意味のある新しい概念として捉えることができる。つぎは等式の証明問題であるが，初等幾何（方べ
き）を用いることで，ベクトルの内積を視覚的に捉えることができる問題となる。
 　（1） 　　　（2）
図 13
図 15図 14
